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ご　挨　拶

栃木県小児保健会　会長　白石　裕比湖

栃木県小児保健会を2年間お世話させていただきました。
平成23年3月11日、東日本では未曾有の大地震にみまわれました。被災された方々の一日も早い

復興を祈念いたします。
昨年度はホームページを立ち上げました。「栃木県小児保健会」で検索、又は

URL（http://www.tochigi-shonihoken.net/index.html）が参照でき、これによりお知らせや過去
の小児保健栃木の閲覧が可能となりました。次期会長にサーバーの保守を引き継ぎさせていただ
きます。
今年度栃木県小児保健会研修会では「小児の在宅医療」を取り上げました。特別講演では「重

症心身障害児にとっての在宅医療とは？」と題して島田養育センターはちおうじ小沢浩所長をお
招きし、研修会を開催しました。在宅呼吸管理あるいは胃瘻・腸瘻による栄養管理を在宅で行う
にあたり、現状を把握した上で医療、行政がどう取り組むべきか真剣に議論されました。
また、おめでたいご報告として長年当会及び日本小児保健協会にご尽力いただいた布川武男先

生が日本小児保健協会名誉会員として承認されました。
会員諸兄・諸姉皆様の力をお借りして無事に努める事ができました。皆様のご支援に心からお

礼申し上げます。今後は新会長のもとで皆様のご活躍にご期待を申し上げます。
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平成23年度栃木県小児保健会
栃木県小児保健会総会・研修会のご案内

栃木県小児保健会
会長　　白石　裕比湖　　

日　時：平成23年7月16日（土）午後１時　受付開始
会　場：宇都宮市医師会館　５階講堂

宇都宮市戸祭4-1-15　Tel：028-622-5255

１．受付　13：00〜13：30

２．総会　13：30〜14：00
１）会長あいさつ
２）議事　
（１）議長選出
（２）平成22年度事業報告
（３）平成22年度決算報告・監査報告
（４）平成23年度事業計画案
（５）平成23年度予算案
（６）役員選任
シンポジウムに先立って 栃木県保健福祉部こども政策　課長 高野　孝男

３．シンポジウム　「 小児の在宅医療 」　14：00〜15：20
司会：獨協医科大学　教授 杉田　憲一

１）「当院での在宅人工呼吸器使用症例のまとめ：血液疾患例を中心に」
獨協医科大学小児科　助教 萩沢　　進  

２）「当院における在宅人工呼吸器患児の現状」
自治医科大学小児科　講師 森　　雅人

３）「訪問看護の立場から」
栃木県看護協会とちぎ訪問看護ステーションいまいち　所長 藤川　孝子

４）「行政の立場から能」
栃木県保健福祉部子ども政策課母子保健担当 課長補佐 小林　智子

４．特別講演 「重症心身障害児にとっての在宅医療とは？」 15：30〜16：30
座長：自治医科大学小児科　教授 白石裕比湖　
島田養育センターはちおうじ 所長 小沢　　浩



近年、小児医療技術が進歩し特に人工呼吸
療法は、超重症児の長期生存を可能にした。
また、障害が残り医療機器を使用しながら、
子どもが自宅で生活することも可能になった。
在宅に移行する前段階として入院施設で在宅
人工呼吸器を使用する症例がある。今回は当
院在宅人工呼吸器使用20例のまとめと血液疾
患2例の自験例を報告する。当院では小児の
気管切開を積極的に行っている。2003年以降
2010年7月の現在まで20例にPCV（プレッシ
ャーコントロール）とVCV（ボリュームコ
ントロール）換気様式が可能な在宅人工呼吸
器を使用している。
神経・筋疾患、先天異常、分娩障害のため

在宅人工呼吸器を使用する症例い。発症直後
人工呼吸器導入した症例と数年〜10年経過後
導入した症例はほぼ同数だった。在宅人工呼
吸器により長期の入院症例が減少したと思わ
れる。血液疾患での在宅人工呼吸器使用例の
報告は少ないがQOL向上や安全に治療を進
めるために有用と思われる。QOLや治療の
ために今後も積極的に在宅人工呼吸器の導入
を進めるべきと考える。最後に資料をご提供
いただいたフィリップス・レスピロニクス合
同会社宇都宮営業所：高根沢雅光さんに深謝
いたします。

シンポジウム１

当院での在宅人工呼吸器使用症例のまとめ：血液疾患例を中心に

萩沢　進獨協医科大学小児科　助教
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